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Ⅰ
著
書
︵
単
著
︶
二
〇
一
一
年
﹃
表
現
権
理
論
﹄
信
山
社
二
〇
〇
八
年
﹃
新
・
近
代
立
憲
主
義
を
読
み
直
す
﹄
成
文
堂
﹃
憲
法

基
本
権
ク
ラ
シ
ッ
ク
︹
全
訂

版
︺﹄
有
信
堂
二
〇
〇
六
年
﹃
法
の
支
配
オ
ー
ス
ト
リ
ア
学
派
の
自
由
論
と
国
家
論
﹄
勁
草
書
房
二
〇
〇
四
年
﹃
憲
法

国
制
ク
ラ
シ
ッ
ク
︹
第

版
︺﹄
有
信
堂
﹃
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
／
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
︹
第

版
︺﹄
有
信
堂
二
〇
〇
二
年
﹃
憲
法

基
本
権
ク
ラ
シ
ッ
ク
︹
第

版
︺﹄
有
信
堂
二
〇
〇
〇
年
﹃﹁
近
代
﹂
立
憲
主
義
を
読
み
直
す
﹄
成
文
堂
﹃
憲
法

国
制
ク
ラ
シ
ッ
ク
﹄
有
信
堂
﹃
憲
法
理
論
Ⅰ
︹
補
訂
第

版
︺﹄
成
文
堂
一
九
九
九
年
﹃
憲
法

基
本
権
ク
ラ
シ
ッ
ク
﹄
有
信
堂
﹃
憲
法
理
論
Ⅰ
︹
第

版
︺﹄
成
文
堂
一
九
九
八
年
﹃
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
／
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
﹄
有
信
堂
一
九
九
七
年
﹃
憲
法
理
論
Ⅱ
︹
第

版
︺﹄
成
文
堂
一
九
九
五
年
﹃
憲
法
理
論
Ⅲ
﹄
成
文
堂
一
九
九
三
年
﹃
憲
法
理
論
Ⅱ
﹄
成
文
堂
﹃
憲
法
理
論
Ⅰ
﹄
成
文
堂
一
九
九
二
年
﹃
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
行
為
の
法
﹄
成
文
堂
一
九
九
〇
年
﹃
身
元
調
査
と
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
﹄
解
放
出
版
社
一
九
八
九
年
﹃
ベ
ー
シ
ッ
ク
憲
法
︱
︱
憲
法
学
の
基
礎
と
そ
の
周
辺
﹄
弘
文
堂
一
九
八
六
年
﹃
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
論
﹄
日
本
評
論
社
一
九
八
三
年
﹃
情
報
公
開
と
表
現
の
自
由
﹄
成
文
堂
一
九
八
二
年
﹃
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
権
利
﹄
成
文
堂
5
Ⅱ
共
著
一
九
九
五
年
﹃
顧
客
リ
ス
ト
取
引
を
め
ぐ
る
法
的
諸
問
題
﹄︵
堀
部
政
男
ほ
か
︶
成
文
堂
一
九
九
四
年
﹃
比
較
憲
法
入
門
﹄︵
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
担
当
︶︵
阿
部
照
哉
ほ
か
︶
有
斐
閣
一
九
八
八
年
﹃
考
え
る
憲
法
﹄︵
樋
口
陽
一
ほ
か
︶
弘
文
堂
Ⅲ
編
著
二
〇
一
〇
年
﹃
謎
解
き
日
本
国
憲
法
﹄
有
信
堂
二
〇
〇
五
年
﹃
憲
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
︹
補
訂
版
︺﹄︵
畑
博
行
と
共
編
︶
有
信
堂
二
〇
〇
一
年
﹃﹁
こ
れ
で
わ
か
る
⁉
﹂
憲
法
︹
第

版
︺﹄
有
信
堂
二
〇
〇
〇
年
﹃
立
憲
主
義
︱
︱
過
去
と
未
来
の
間
﹄
有
信
堂
一
九
九
八
年
﹃﹁
こ
れ
で
わ
か
る
⁉
﹂
憲
法
﹄
有
信
堂
一
九
九
四
年
﹃
憲
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
﹄︵
畑
博
行
と
共
編
︶
有
信
堂
一
九
八
〇
年
﹃
人
権
の
司
法
的
救
済
﹄︵
村
上
武
則
と
共
編
︶
有
信
堂
Ⅳ
論
説
等
二
〇
一
〇
年
﹁
日
本
国
憲
法
研
究
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
﹂︵
コ
メ
ン
テ
イ
タ
ー
と
し
て
10
発
言
︶
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
一
二
号
﹁﹃
思
想
の
自
由
市
場
﹄
論
の
組
み
直
し
に
向
け
て
﹂
立
教
法
学
八
〇
号
﹁
小
島
報
告
﹇
著
作
権
と
表
現
の
自
由
﹈
へ
の
コ
メ
ン
ト
﹂
全
国
憲
法
研
究
会
編
﹃
憲
法
問
題
﹄
二
一
号
﹁
財
の
自
由
市
場
と
ア
イ
デ
ィ
ア
の
自
由
市
場
﹂﹃
季
刊
企
業
と
法
創
造
﹄
二
一
号
︵
早
稲
田
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
総
合
研
究
所
︶
﹁
憲
法
上
の
経
済
的
自
由
と
の
関
係
﹂︵
舟
田
正
之
ほ
か
編
﹃
経
済
法
判
例
・
審
決
百
選
﹄
所
収
︶
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
九
九
号
二
〇
〇
九
年
﹁
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
と
表
現
の
自
由
︵

・
完
︶﹂
立
教
法
学
七
七
号
︵
法
学
部
創
立
五
〇
周
年
記
念
︵
中
︶︶
﹁
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
と
表
現
の
自
由
︵

︶﹂
立
教
法
学
七
六
号
︵
法
学
部
創
立
五
〇
周
年
記
念
︵
上
︶︶
二
〇
〇
八
年
﹁﹃
行
政
権
﹄
の
概
念
﹂︵
大
石
眞
＝
石
川
健
治
編
﹃
憲
法
の
争
点
﹄
所
収
︶
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
﹁
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
と
個
人
情
報
の
保
護
﹂︵
佐
藤
幸
治
先
生
古
稀
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記
念
論
文
集
﹃
国
民
主
権
と
法
の
支
配
﹇
下
巻
﹈﹄
所
収
︶
成
文
堂
﹁
名
誉
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
﹂︵
杉
原
泰
雄
編
集
代
表
﹃
新
版
・
体
系
憲
法
事
典
﹄
所
収
︶
青
林
書
院
二
〇
〇
七
年
﹁
武
力
行
使
違
法
化
原
則
の
な
か
の

条
論
﹂
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
三
四
号
﹁
解
説
﹂︵
気
賀
健
三
=
古
賀
勝
次
郎
訳
﹃
ハ
イ
エ
ク
全
集
	
﹄
所
収
︶
春
秋
社
﹁
輸
入
書
籍
・
図
画
等
の
税
関
検
査
﹂︵
高
橋
和
之
ほ
か
編
﹃
憲
法
判
例
百
選
Ⅰ
︹
第


版
︺﹄
所
収
︶
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
八
六
号
二
〇
〇
六
年
﹁
第

の
権
力
︱
︱
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
位
置
と
機
能
﹂
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
一
一
号
二
〇
〇
五
年
﹁
法
的
な
見
解
の
表
明
と
意
見
・
論
評
︱
︱
﹃
脱
ゴ
ー
マ
ニ
ズ
ム
宣
言
﹄
事
件
﹂︵
堀
部
政
男
=
長
谷
部
恭
男
編
﹃
メ
デ
ィ
ア
判
例
百
選
﹄
所
収
︶
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
七
九
号
﹁
憲
法
と
人
権
の
意
義
と
重
み
を
問
う
︱
︱
自
由
な
市
民
社
会
の
領
域
を
確
保
す
る
た
め
に
﹂
新
聞
研
究
六
四
三
号
二
〇
〇
四
年
﹁
法
律
の
世
界
に
お
け
る
公
私
と
公
共
性
﹂︵
長
谷
部
恭
男
=
金
泰
昌
編
﹃
公
共
哲
学
﹄
所
収
︶
東
京
大
学
出
版
会
12
﹁
戦
後
憲
法
学
批
判
﹂
調
研
ク
オ
ー
タ
リ
ー
︵
読
売
新
聞
調
査
研
究
本
部
︶
二
〇
〇
三
年
﹁
世
紀
転
換
期
の
憲
法
理
論
︱
︱
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
か
ル
ソ
ー
か
﹂
公
法
研
究
六
五
号
二
〇
〇
一
年
﹁
包
囲
さ
れ
る
プ
レ
ス
の
自
由
﹂
法
学
セ
ミ
ナ
ー
五
六
四
号
﹁
首
相
公
選
論
の
背
景
に
あ
る
も
の
︱
︱
首
相
公
選
論
を
考
え
る
﹂
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
〇
五
号
﹁
人
権
と
公
共
の
福
祉
﹂︵
憲
法
学
を
問
う
︶︵
市
川
正
人
と
対
論
︶︹
の
ち
、
浦
部
法
穂
ほ
か
編
﹃
い
ま
、
憲
法
学
を
問
う
﹄︵
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
一
年
︶
所
収
︺
法
学
セ
ミ
ナ
ー
五
五
三
号
﹁
経
済
的
自
由
﹂
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
九
二
号
二
〇
〇
〇
年
﹁
表
現
の
自
由
を
支
え
る
も
の
﹂
新
聞
研
究
五
九
一
号
﹁
脱
リ
ー
ガ
ル
・
モ
ラ
リ
ズ
ム
の
重
大
な
一
歩
﹂
新
聞
研
究
五
八
六
号
﹁
権
力
分
立
の
再
位
置
づ
け
﹂︵﹃
ア
エ
ラ
ム
ッ
ク
憲
法
が
わ
か
る
。﹄
所
収
︶
朝
日
新
聞
社
﹁
立
憲
主
義
の
歴
史
と
そ
の
展
開
﹂︵
畑
博
行
先
生
古
希
記
念
﹃
立
憲
主
義
︱
︱
過
去
と
未
来
の
間
﹄
所
収
︶
有
信
堂
﹁
近
代
啓
蒙
思
想
に
お
け
る
合
理
主
義
と
伝
統
主
義
﹂︵
伊
藤
満
先
生
米
寿
記
念
論
文
集
﹃
憲
法
と
行
政
法
の
現
在
﹄
所
収
︶
北
樹
出
版
﹁
司
法
制
度
改
革
の
基
礎
に
あ
る
も
の
︱
︱
憲
法
学
の
視
点
か
ら
﹂
ジ
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ュ
リ
ス
ト
一
一
七
〇
号
一
九
九
九
年
﹁
立
憲
主
義
の
展
開
と
国
家
の
役
割
﹂
北
大
法
学
論
集
五
〇
巻
四
号
﹁
行
政
権
の
概
念
﹂︵
高
橋
和
之
=
大
石
眞
編
﹃
憲
法
の
争
点
︹
第

版
︺﹄
所
収
︶
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
一
九
九
八
年
﹁
国
家
は
何
を
な
す
べ
き
か
﹂
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
三
三
号
﹁
自
由
主
義
憲
法
学
の
課
題
﹂︵
佐
藤
幸
治
先
生
還
暦
記
念
論
文
集
﹃
現
代
立
憲
主
義
と
司
法
権
﹄
所
収
︶
青
林
書
院
﹁
議
院
内
閣
制
に
お
け
る
執
政
・
行
政
・
業
務
﹂︵
佐
藤
幸
治
ほ
か
編
﹃
憲
法
五
十
年
の
展
望
Ⅰ
統
合
と
均
衡
﹄
所
収
︶
有
斐
閣
﹁
集
会
の
自
由
と
公
園
の
使
用
﹂、﹁
表
現
の
自
由
と
集
団
示
威
運
動
﹂、
﹁
表
現
の
自
由
と
わ
い
せ
つ
文
書
﹂
ほ
か
︵
杉
原
泰
雄
編
著
﹃
判
例
マ
ニ
ュ
ア
ル
憲
法
Ⅱ
人
権

﹄
所
収
︶
三
省
堂
一
九
九
七
年
﹁
司
法
審
査
制
と
職
務
執
行
命
令
訴
訟
︱
︱
い
わ
ゆ
る
沖
縄
代
理
署
名
訴
訟
﹂︵﹃
平
成
八
年
度
重
要
判
例
解
説
﹄
所
収
︶
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
一
九
九
六
年
﹁﹃
法
の
支
配
﹄
復
権
の
た
め
の
覚
書
﹂
広
島
法
学
二
〇
巻
二
号
﹁
情
報
公
開
法
要
綱
案
︵
中
間
報
告
︶
を
読
ん
で
︱
︱
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
の
目
か
ら
﹃
要
綱
案
﹄
を
読
む
﹂
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
九
三
号
﹁
信
教
の
自
由
﹂
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
八
九
号
﹁
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
性
︵﹃
宴
の
あ
と
﹄
事
件
︶﹂︵
樋
口
陽
一
=
野
中
俊
彦
編
﹃
憲
法
の
基
本
判
例
︹
第

版
︺﹄
所
収
︶
法
学
教
室
増
刊
一
九
九
五
年
﹁
反
啓
蒙
思
想
あ
る
い
は
も
う
一
つ
の
啓
蒙
思
想
の
憲
法
学
に
向
け
て
﹂
︵
憲
法
理
論
研
究
会
編
﹃
人
権
保
障
と
現
代
国
家
﹄
所
収
︶
敬
文
堂
﹁
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
と
自
己
決
定
の
自
由
﹂︵
樋
口
陽
一
編
﹃
講
座
・
憲
法
学
第

巻
権
利
の
保
障
﹄
所
収
︶
日
本
評
論
社
﹁
基
本
的
人
権
の
意
義
﹂﹁
基
本
的
人
権
の
種
別
﹂﹁
基
本
的
人
権
の
主
体
﹂︵
阿
部
照
哉
ほ
か
編
﹃
憲
法

基
本
的
人
権
Ⅰ
﹄
所
収
︶
有
斐
閣
一
九
九
四
年
﹁
表
現
の
自
由
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
﹂
そ
の
他
二
件
︵
司
法
試
験
シ
リ
ー
ズ
﹃
憲
法
Ⅰ
﹄
所
収
︶
日
本
評
論
社
﹁
現
代
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
諸
相
﹂
新
聞
研
究
五
一
三
号
﹁
わ
い
せ
つ
文
書
の
頒
布
禁
止
と
表
現
の
自
由
︱
︱
チ
ャ
タ
レ
イ
事
件
﹂
︵
芦
部
信
喜
=
高
橋
和
之
編
﹃
憲
法
判
例
百
選
Ⅰ
︹
第

版
︺﹄
所
収
︶
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
〇
号
一
九
九
三
年
﹁
メ
イ
リ
ン
グ
・
リ
ス
ト
の
作
成
・
販
売
お
よ
び
ダ
イ
レ
ク
ト
・
メ
イ
ル
の
法
的
規
制
︱
︱
ア
メ
リ
カ
の
動
向
﹂
広
島
法
学
一
六
巻
四
号
一
九
九
二
年
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﹁
ダ
イ
ヤ
ル
Ｑ

の
﹃
ア
ダ
ル
ト
番
組
﹄
の
法
的
規
制
は
可
能
か
︱
︱
憲
法
の
観
点
か
ら
﹂
法
学
セ
ミ
ナ
ー
四
五
〇
号
﹁
ダ
イ
ヤ
ル
Ｑ

の
法
的
問
題
を
探
る
﹂
東
書
高
校
通
信
三
一
七
号
﹁
表
現
の
自
由
憲
法
二
一
条
﹂
法
学
教
室
一
四
一
号
﹁
ダ
イ
ヤ
ル
Ｑ

の
内
容
規
制
﹂︵﹃
電
話
回
線
を
利
用
し
た
有
料
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
法
律
問
題
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
報
告
書
﹄
所
収
︶
財
団
法
人
比
較
法
研
究
セ
ン
タ
ー
﹁
書
評
﹃
メ
モ
が
と
れ
な
い
﹄﹂
法
学
教
室
一
三
九
号
一
九
九
一
年
﹁
個
人
情
報
の
保
護
と
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ウ
ル
権
﹂
法
律
の
ひ
ろ
ば
四
四
巻
五
号
﹁
言
語
哲
学
か
ら
法
学
は
何
を
学
べ
る
か
﹂
広
島
法
学
一
四
巻
四
号
﹁
憲
法
第
八
章
︵
地
方
自
治
︶﹂︵
佐
藤
幸
治
編
﹃
要
説
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
日
本
国
憲
法
﹄
所
収
︶
三
省
堂
一
九
九
〇
年
﹁
名
誉
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
と
表
現
の
自
由
﹂
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
五
九
号
﹁﹃
情
報
化
社
会
﹄
の
情
報
公
開
と
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
﹂
新
聞
研
究
四
六
六
号
﹁
情
報
化
社
会
に
お
け
る
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
﹂
自
由
と
正
義
四
一
巻
一
号
﹁
発
話
行
為
と
し
て
の
表
現
﹂︵
畑
博
行
先
生
還
暦
記
念
論
文
集
﹃
人
権
の
司
法
的
救
済
﹄
所
収
︶
有
信
堂
﹁
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
概
念
再
訪
﹂︵
伊
藤
満
先
生
喜
寿
記
念
論
文
集
﹃
比
較
公
法
学
の
諸
問
題
﹄
所
収
︶
八
千
代
出
版
﹁
論
文
紹
介
R
ob
ert
C
.
P
ost
:
B
etw
een
G
ov
ern
an
ce
an
d
M
an
ag
em
en
t̶
̶
T
h
e
H
istory
an
d
T
h
eory
of
th
e
P
u
b
lic
F
oru
m
,
34
U
C
L
A
L
.
R
ev
.
1713
(1987)﹂
ア
メ
リ
カ
法
﹇
1989-2﹈
﹁
取
材
源
の
司
法
警
察
職
員
に
よ
る
差
押
︵
Ｔ
Ｂ
Ｓ
事
件
︶﹂
法
学
教
室
一
二
三
号
一
九
八
九
年
﹁
国
会
議
員
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
﹂
法
学
セ
ミ
ナ
ー
四
一
九
号
翻
訳
﹁
ハ
ワ
ー
ド
、
表
現
の
自
由
と
は
何
か
﹂
ト
レ
ン
ド
一
九
八
九
年
一
〇
月
﹁
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
﹃
逆
転
﹄
訴
訟
﹂︵﹃
昭
和
六
三
年
度
重
要
判
例
解
説
﹄
所
収
︶
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
一
九
八
八
年
﹁
精
神
的
自
由
﹂︵
佐
藤
幸
治
編
著
﹃
憲
法
Ⅱ
﹄
所
収
︶
成
文
堂
﹁﹃
政
治
宣
伝
﹄
と
い
う
法
律
用
語
の
使
用
と
修
正

条
︱
︱
M
eese
v
.
K
een
e,
107
S
.C
t.
1862
(1987)﹂︵
岩
倉
秀
樹
と
共
著
︶︵
関
西
ア
メ
リ
カ
公
法
研
究
会
﹁
ア
メ
リ
カ
連
邦
最
高
裁
公
法
判
例
の
動
向
︹
一
九
八
六
～
八
七
年
開
廷
期
︺﹂︶
判
例
タ
イ
ム
ズ
六
七
五
号
﹁
憲
法
二
一
条
の
構
造
と
機
能
﹂
公
法
研
究
五
〇
号
﹁
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
保
護
︱
︱
市
民
意
識
、
法
制
、
運
用
実
態
そ
し
て
今
後
﹂
法
律
の
ひ
ろ
ば
四
一
巻
三
号
《阪本昌成先生業績目録》
9
﹁
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
品
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
﹂
月
刊
法
学
教
室
九
一
号
﹁
わ
い
せ
つ
文
書
の
頒
布
禁
止
と
表
現
の
自
由
︱
︱
チ
ャ
タ
レ
イ
事
件
﹂
︵
芦
部
信
喜
=
高
橋
和
之
編
﹃
憲
法
判
例
百
選
Ⅰ
︹
第

版
︺﹄
所
収
︶
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
五
号
﹁
新
聞
紙
上
の
意
見
広
告
に
対
す
る
い
わ
ゆ
る
反
論
文
掲
載
請
求
権
が
否
認
さ
れ
た
例
︵
最
二
判
・

・
︶﹂
判
例
評
論
三
五
四
号
62
24
︵
判
例
時
報
一
二
七
六
号
︶
一
九
八
七
年
﹁﹃
ア
ク
セ
ス
権
﹄
覚
書
︵
サ
ン
ケ
イ
新
聞
意
見
広
告
訴
訟
最
高
裁
判
決
を
め
ぐ
っ
て
︶﹂
新
聞
研
究
四
三
二
号
﹁
知
る
権
利
の
意
味
と
そ
の
現
実
﹂
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
八
四
号
﹁
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
と
は
な
に
か
﹂
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
一
四
巻
五
号
一
九
八
六
年
﹁
名
誉
の
保
護
と
司
法
的
事
前
抑
制
﹂
法
律
の
ひ
ろ
ば
三
九
巻
一
〇
号
﹁
ア
メ
リ
カ
︵
情
報
公
開
と
個
人
情
報
保
護
︶﹂
比
較
法
研
究
四
八
号
﹁
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
と
事
前
抑
制
・
検
閲
︱
︱
主
に
表
現
の
手
続
的
保
障
の
視
点
か
ら
﹂
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
六
七
号
﹁
信
教
の
自
由
、
表
現
の
自
由
、
学
問
の
自
由
﹂︵
畑
博
行
編
﹃
判
例
憲
法
入
門
﹄
所
収
︶
有
信
堂
﹁
論
文
紹
介
C
om
m
en
t
:C
on
fid
en
tiality
of
G
en
etic
In
form
ation
,
30
U
C
L
A
L
.
R
ev
.
1238
(1983)﹂
ア
メ
リ
カ
法
﹇
1986-1﹈
﹁
表
現
の
自
由
と
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
︱
︱
真
実
公
表
の
限
界
﹂
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
五
四
号
﹁
部
落
差
別
調
査
規
制
条
例
と
営
業
の
自
由
﹂︵
部
落
解
放
同
盟
編
﹃
憲
法
と
部
落
問
題
﹄
所
収
︶
解
放
出
版
社
一
九
八
五
年
﹁
住
民
基
本
台
帳
の
公
開
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
﹂
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
三
五
号
﹁﹃
通
信
の
自
由
・
通
信
の
秘
密
﹄
へ
の
新
た
な
視
点
﹂
法
学
セ
ミ
ナ
ー
三
六
四
号
﹁
税
関
検
査
に
お
け
る
手
続
的
保
障
と
実
体
的
合
憲
判
定
基
準
﹂
判
例
時
報
一
一
三
九
号
﹁﹃
知
る
権
利
﹄
の
憲
法
論
的
再
検
討
﹂
法
律
時
報
五
七
巻
三
号
﹁﹃
人
格
権
﹄
に
基
づ
く
自
己
情
報
訂
正
請
求
権
︱
︱
在
日
台
湾
人
調
査
票
訴
訟
東
京
地
判
昭
和
五
九
年
一
〇
月
三
〇
日
を
素
材
に
し
て
﹂
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
二
九
号
﹁
判
例
の
動
向
︱
︱
攻
撃
的
多
数
派
主
義
の
時
代
へ
﹂︵
関
西
ア
メ
リ
カ
公
法
研
究
会
﹁
ア
メ
リ
カ
連
邦
最
高
裁
判
例
の
動
向
︹
一
九
八
三
～
八
四
年
開
廷
期
︺︶
判
例
タ
イ
ム
ズ
五
六
四
号
﹁
情
報
と
自
由
﹂、﹁
人
権
の
保
障
と
情
報
﹂
の
各
項
目
を
担
当
︵
広
島
平
和
文
化
セ
ン
タ
ー
編
﹃
平
和
事
典
﹄
所
収
︶
勁
草
書
房
一
九
八
四
年
﹁
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
表
現
の
自
由
︱
︱
事
前
抑
制
の
問
題
を
中
心
に
﹂
法
学
セ
ミ
ナ
ー
三
五
九
号
立教法学 第 82号（2011)
10
﹁
ア
メ
リ
カ
連
邦
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
法
に
お
け
る
閲
覧
・
訂
正
権
﹂
法
律
時
報
五
六
巻
一
一
号
﹁
性
表
現
﹂
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
一
二
号
﹁
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
法
的
保
護
﹂︵
産
業
研
究
所
編
﹃
新
産
業
革
命
の
社
会
構
造
に
対
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
に
関
す
る
研
究
﹄
所
収
︶
産
業
研
究
所
﹁
放
送
法
上
の
公
平
原
則
﹂︵﹃
放
送
文
化
研
究
報
告
書
﹄
所
収
︶
判
例
紹
介
﹁
修
正
一
条
と
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
︱
︱
U
n
ite
d
S
tates
v
.G
race,103
S
.C
t.1702
(1983)﹂︵
関
西
ア
メ
リ
カ
公
法
研
究
会
﹁
ア
メ
リ
カ
連
邦
最
高
裁
公
法
判
例
の
動
向
︹
一
九
八
二
～
八
三
年
開
廷
期
︺﹂︶
判
例
タ
イ
ム
ズ
五
三
五
号
﹁
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
︱
︱
憲
法
の
基
本
問
題
﹂
法
学
教
室
四
一
号
一
九
八
三
年
﹁
優
先
処
遇
と
平
等
権
﹂
公
法
研
究
四
五
号
﹁
わ
い
せ
つ
物
規
制
と
表
現
の
自
由
の
基
本
理
論
﹂
法
学
セ
ミ
ナ
ー
三
四
三
号
﹁
ア
メ
リ
カ
の
情
報
公
開
法
︵
F
O
IA
︶
に
お
け
る
法
執
行
関
係
文
書
の
取
扱
い
﹂
刑
法
雑
誌
二
五
巻
二
号
﹁
博
多
駅
前
Ｔ
Ｖ
フ
ィ
ル
ム
提
出
命
令
事
件
﹂
ほ
か
二
件
︵
中
川
淳
編
集
代
表
﹃
判
例
辞
典
﹄
所
収
︶
六
法
出
版
社
﹁
判
例
回
顧
︵
一
九
八
三
年
憲
法
︶﹂︵
横
藤
田
誠
と
共
著
︶
法
律
時
報
五
五
巻
一
号
一
九
八
二
年
﹁
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
権
利
︱
︱
公
権
力
に
よ
る
写
真
撮
影
を
中
心
と
し
て
﹂
判
例
タ
イ
ム
ズ
四
六
四
号
﹁
行
政
情
報
の
公
開
・
非
公
開
﹂
Ｎ
Ｂ
Ｌ
二
五
八
号
﹁﹃
四
畳
半
襖
の
下
張
﹄
事
件
上
告
審
判
決
﹂
月
刊
法
学
教
室
六
号
﹁
表
現
の
自
由
と
事
前
の
抑
制
﹂
法
学
セ
ミ
ナ
ー
三
二
六
号
﹁
税
関
検
査
違
憲
判
決
﹂
L
aw
S
ch
ool
二
二
号
﹁
シ
ス
テ
ム
設
置
・
情
報
収
集
の
制
限
﹂︵﹃
行
政
管
理
庁
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
研
究
会
報
告
書
﹄
所
収
︶
﹁
判
例
回
顧
︵
一
九
八
二
年
憲
法
︶﹂︵
横
藤
田
誠
と
共
著
︶
法
律
時
報
五
四
巻
一
号
一
九
八
一
年
﹁
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
保
護
立
法
の
問
題
点
(
)
︱
︱
個
人
情
報
シ
ス
テ
ム
の
規
制
の
あ
り
方
﹂
季
刊
行
政
管
理
研
究
一
六
号
﹁
行
政
情
報
の
公
開
と
非
公
開
﹂︵﹃
日
本
情
報
処
理
開
発
協
会
報
告
書
﹄
所
収
︶
﹁
ア
メ
リ
カ
︵
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
法
の
比
較
法
的
研
究
︶﹂
比
較
法
研
究
四
三
号
﹁
統
計
情
報
の
利
用
・
公
開
﹂
統
計
の
泉
三
七
四
号
﹁
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
保
護
立
法
の
問
題
点
(
)
︱
︱
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
利
益
の
類
型
化
﹂
季
刊
行
政
管
理
研
究
一
五
号
﹁
表
現
の
自
由
と
名
誉
毀
損
︱
︱
﹃
月
刊
ペ
ン
﹄
事
件
最
高
裁
判
決
を
機
縁
と
す
る
一
試
論
﹂︵
藤
田
浩
と
共
著
︶
法
学
セ
ミ
ナ
ー
三
一
八
号
《阪本昌成先生業績目録》
11
﹁
犯
罪
情
報
と
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
︱
︱
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
自
動
化
シ
ス
テ
ム
を
め
ぐ
る
議
論
か
ら
﹂
法
律
時
報
五
三
巻
九
号
﹁
ア
メ
リ
カ
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
保
護
法
﹂
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
四
二
号
﹁
プ
レ
ス
の
自
由
と
ア
ク
セ
ス
権
︱
︱
サ
ン
ケ
イ
新
聞
意
見
広
告
訴
訟
控
訴
審
判
決
を
機
縁
と
す
る
一
試
論
﹂
法
学
セ
ミ
ナ
ー
三
一
一
号
﹁
優
先
処
遇
と
平
等
原
則
︱
︱
審
査
基
準
と
実
体
的
価
値
﹂
L
a
w
S
ch
ool
二
八
号
一
九
八
〇
年
﹁
わ
い
せ
つ
物
規
制
に
関
す
る
日
米
の
比
較
法
的
考
察
﹂
判
例
タ
イ
ム
ズ
四
二
二
号
﹁
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
保
護
法
と
情
報
公
開
法
﹂
法
律
時
報
五
二
巻
四
号
﹁
わ
い
せ
つ
文
書
の
頒
布
禁
止
と
表
現
の
自
由
︱
︱
チ
ャ
タ
レ
イ
事
件
﹂
︵
芦
部
信
喜
編
﹃
憲
法
判
例
百
選
Ⅰ
﹄
所
収
︶
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
六
八
号
﹁﹃
わ
い
せ
つ
﹄
判
断
の
客
観
化
︱
︱
四
畳
半
襖
の
下
張
事
件
﹂
法
学
セ
ミ
ナ
ー
二
九
九
号
座
談
会
﹁
迷
惑
電
話
﹂
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
二
三
号
﹁
下
級
裁
判
所
の
法
令
審
査
権
﹂
ほ
か
三
件
︵
阿
部
照
哉
編
﹃
判
例
叢
書
﹄
所
収
︶
﹁
地
方
議
会
の
改
憲
の
動
き
に
つ
い
て
﹂
地
方
公
務
員
研
修
一
五
八
号
書
評
﹁
T
om
G
erety
,
R
ed
efin
in
g
P
riv
acy
(1977)﹂
ア
メ
リ
カ
法
﹇
1980-1﹈
判
例
紹
介
﹁
F
C
C
v
.P
acifica
F
ou
n
d
ation
,438
U
.S
.726,98
S
.C
t.
3026
(1978)
︱
︱
下
品
な
ラ
ジ
オ
放
送
の
Ｆ
Ｃ
Ｃ
に
よ
る
規
制
と
表
現
の
自
由
﹂
ア
メ
リ
カ
法
﹇
1980-1﹈
判
例
紹
介
﹁
C
arey
v
.P
op
u
lation
S
erv
ices
In
tern
ation
al,431
U
.
S
.
678
(1977)
︱
︱
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
州
法
に
よ
る
避
妊
用
製
品
の
販
売
・
頒
布
制
限
は
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ィ
の
権
利
を
侵
害
す
る
﹂
ア
メ
リ
カ
法
﹇
1979-2﹈
翻
訳
﹁
バ
ッ
キ
ー
事
件
に
お
け
る
主
要
な
ブ
リ
ー
フ
︵


・
完
︶
︱
︱
ア
メ
リ
カ
ン
・
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
協
会
の
法
廷
助
言
者
ブ
リ
ー
フ
﹂︵
西
村
裕
三
と
共
訳
︶
広
島
法
学
四
巻
二
号
翻
訳
﹁
バ
ッ
キ
ー
事
件
に
お
け
る
主
要
な
ブ
リ
ー
フ
(
)︱
︱
全
米
医
科
大
学
協
会
の
法
廷
助
言
者
ブ
リ
ー
フ
﹂︵
西
村
裕
三
と
共
訳
︶
広
島
法
学
四
巻
一
号
翻
訳
﹁
バ
ッ
キ
ー
事
件
に
お
け
る
主
要
な
ブ
リ
ー
フ
(
)︱
︱
合
衆
国
の
ブ
リ
ー
フ
﹂︵
西
村
裕
三
と
共
訳
︶
広
島
法
学
三
巻
四
号
一
九
七
九
年
翻
訳
﹁
バ
ッ
キ
ー
事
件
に
お
け
る
主
要
な
ブ
リ
ー
フ
(
)︱
︱
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
大
側
の
ブ
リ
ー
フ
﹂︵
西
村
裕
三
と
共
訳
︶
広
島
法
学
三
巻
三
号
翻
訳
﹁
バ
ッ
キ
ー
事
件
に
お
け
る
主
要
な
ブ
リ
ー
フ
(
)︱
︱
バ
ッ
キ
ー
側
の
ブ
リ
ー
フ
﹂︵
西
村
裕
三
と
共
訳
︶
広
島
法
学
三
巻
二
号
﹁
わ
い
せ
つ
性
判
断
の
基
準
﹂︵﹃
昭
和
五
四
年
度
重
要
判
例
解
説
﹄
所
収
︶
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
﹁
逮
捕
記
録
の
廃
棄
・
補
正
等
を
求
め
る
権
利
︱

・
完
﹂
広
島
法
学
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三
巻
一
号
﹁
逮
捕
記
録
の
廃
棄
・
補
正
等
を
求
め
る
権
利
︱

﹂
広
島
法
学
二
巻
四
号
﹁
わ
い
せ
つ
文
書
頒
布
禁
止
と
表
現
の
自
由
﹂︵
中
川
淳
ほ
か
編
﹃
ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
法
学
・
憲
法
入
門
﹄
所
収
︶
有
信
堂
一
九
七
八
年
﹁
S
ex
L
aw
s
in
Jap
an
﹂
広
島
法
学
二
巻
二
・
三
号
﹁
重
要
判
例
紹
介
：
戦
争
の
放
棄
﹂︵
総
合
特
集
シ
リ
ー
ズ
D
﹃
戦
争
と
自
衛
隊
﹄
所
収
︶
法
学
セ
ミ
ナ
ー
増
刊
一
九
七
七
年
書
評
﹁
R
aou
l
B
erg
er,
E
x
ecu
tiv
e
P
riv
ileg
e
:
A
C
on
stitu
tion
al
M
y
th
(1974)﹂
ア
メ
リ
カ
法
﹇
1976-2﹈
一
九
七
六
年
﹁
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
省
察
﹂
政
経
論
叢
二
六
巻
二
号
﹁
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
﹂︵
奥
平
康
弘
ほ
か
編
﹃
憲
法
学

人
権
の
基
本
問
題
﹄
所
収
︶
有
斐
閣
一
九
七
五
年
﹁
道
徳
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
︵


完
︶﹂
政
経
論
叢
二
五
巻
三
・
四
号
﹁
道
徳
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
(
)﹂
政
経
論
叢
二
五
巻
二
号
一
九
七
四
年
﹁
道
徳
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
(
)﹂
政
経
論
叢
二
四
巻
四
・
五
号
﹁
道
徳
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
(
)﹂
政
経
論
叢
二
三
巻
五
・
六
号
書
評
﹁
ゴ
ー
ル
ド
ス
タ
イ
ン
＝
カ
ン
ト
＝
ハ
ー
ト
マ
ン
﹃
ポ
ー
ノ
グ
ラ
フ
ィ
と
性
的
逸
脱
﹄﹂
政
経
論
叢
二
四
巻
四
・
五
号
一
九
七
三
年
﹁﹃
わ
い
せ
つ
﹄
と
い
う
名
の
神
話
﹂
政
経
論
叢
二
三
巻
二
号
﹁
道
徳
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
(
)﹂
政
経
論
叢
二
三
巻
一
号
書
評
﹁
D
on
R
.
P
em
b
er,
P
riv
acy
an
d
th
e
P
ress̶
̶
T
h
e
L
aw
,
th
e
M
ass
M
ed
ia,
an
d
th
e
F
irst
A
m
en
d
m
en
t
(1972)﹂
政
経
論
叢
二
二
巻
五
・
六
号
一
九
七
二
年
﹁
堕
胎
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
﹂
政
経
論
叢
二
二
巻
三
・
四
号
﹁
憲
法
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
﹂
神
戸
法
学
雑
誌
二
二
巻
一
号
Ⅴ
随
想
二
〇
〇
二
年
﹁
判
例
を
と
お
し
て
み
る
憲
法
の
話
︵
：
完
︶﹁
憲
法
徒
然
草
﹂
10
vs.
﹃
贋
作
憲
法
徒
然
草
﹄﹂
書
斎
の
窓
五
一
二
号
﹁
判
例
を
と
お
し
て
み
る
憲
法
の
話
(
)
二
重
の
基
準
論
三
重
の
vs.
基
準
論
﹂
書
斎
の
窓
五
一
一
号
二
〇
〇
一
年
﹁
判
例
を
と
お
し
て
み
る
憲
法
の
話
(G
)公
共
の
福
祉
人
権
保
障
﹂
vs.
書
斎
の
窓
五
一
〇
号
﹁
判
例
を
と
お
し
て
み
る
憲
法
の
話
(D
)積
極
目
的
規
制
経
済
的
規
vs.
制
﹂
書
斎
の
窓
五
〇
九
号
﹁
判
例
を
と
お
し
て
み
る
憲
法
の
話
(	
)仕
切
ら
れ
た
競
争
自
由
競
vs.
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争
﹂
書
斎
の
窓
五
〇
八
号
﹁
判
例
を
と
お
し
て
み
る
憲
法
の
話
(

)国
家
市
場
﹂
書
斎
の
窓
五
vs.
〇
七
号
﹁
判
例
を
と
お
し
て
み
る
憲
法
の
話
(
)人
権
保
障
規
定
制
度
保
障
vs.
規
定
﹂
書
斎
の
窓
五
〇
六
号
﹁
判
例
を
と
お
し
て
み
る
憲
法
の
話
(
)﹃
宗
教
上
の
行
為
﹄
﹃
宗
教
vs.
的
活
動
﹄﹂
書
斎
の
窓
五
〇
五
号
﹁
判
例
を
と
お
し
て
み
る
憲
法
の
話
(
)行
政
国
家
司
法
国
家
﹂
書
vs.
斎
の
窓
五
〇
四
号
﹁
判
例
を
と
お
し
て
み
る
憲
法
の
話
(
)語
り
う
る
も
の
語
り
え
な
vs.
い
も
の
﹂
書
斎
の
窓
五
〇
三
号
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